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今月の花

1
2003 年 10 月号

彼岸花�

薬学部

10 月 7 日（火） 卒論配属に関するガイダン

ス

10 月 11 日（土） 卒論教室説明会

10 月 15 日（水）

���～ 17 日（金）

第 1 回マグネットシートに

よる希望申告

10 月 20 日（月） 第 1次卒論配属希望届出表

10 月 22 日（水） 第 1次卒論配属決定者発表

10 月 22 日（水）

���～ 23 日（木）

第 2 回マグネットシートに

よる希望申告

10 月 24 日（金） 第 2 次卒論配属希望届出表

の提出

10 月 27 日（月） 第 2次卒論配属決定者発表

10 月 29 日（水） 未定学生の個別指導

生命科学部

11 月 11 日（火） 卒論配属に関するガイダン

ス

11 月 11 日（火）

���～ 13 日（木）

研究室訪問期間

11 月 17 日（月） 予備調査票提出

11 月 20 日（木） 予備調査集計結果発表

11 月 25 日（火） 第 1次配属希望申請

12 月 5 日（火） 第 1次配属決定者発表

12 月 11 日（木） 第 2次配属希望申請
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�漢名石蒜（せきさん）、別名曼

珠沙華（まんじゅしゃげ）。秋の

彼岸頃に咲くのでこの名前になっ

ています。田舎道の脇に群生して

いますが、町中でも空き地や家庭

の庭等に見られます。リコリンを

含む有毒植物ですが鱗形は薬用・

糊料となります。

�火事などを連想させるとして縁

起が悪いと言われることもありま

すが、それも納得がいくくらいの

鮮やかな赤い花を咲かせます。
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平成 15 年度卒論配属日程（予定）
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2003 年 10 月号
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東 京 薬 科 大 学 新 聞
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2003 年 10 月号
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平成十五年度前期警告者数（人）

前年度との比較（％）
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東 京 薬 科 大 学 新 聞
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平成十五年度前期警告者数（人）

前年度との比較（％）
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東 京 薬 科 大 学 新 聞

クロスレビュー

青春の

光と影
今月のテーマ

µµ「阪神」µµ

球団

10 点
阪神タイガースを 18 年ぶりに優勝に

導いた手腕はすばらしい！ＦＡ選手

にお金をかけたという批判もあるが、それは選手内

に競争意識を持ってもらいたいという意図があった

のだ。

�久万オーナーは昔からケチで有名であるが、みご

とに説き伏せて金本、伊良部選手を獲得したのは星

野監督ならでは、である。文句なしの見事満点。

18 年ぶりの優勝には、球団自体もウハ

ウハの莫大な利益を手にした。ファンに、

夢と希望を見事にもたらしたことはすばらしい。こ

れからも、ずっと優勝してもらいたいが、来年はま

た最下位に落ちるのではという妙な期待感もある。

まぁ、選手たちも分かってると思うのだが、ジンク

スがあるので 9点。

阪神の優勝は、大阪のみならず日本全体

に活気を与えた。阪神ファンの喜びも大

きく、優勝の酒の味も格別だっただろう。だが、度

が過ぎて道頓堀のダイブは残念である。うれしくて

飛び込みたい気持ちは分かるのだが、死ぬ危険があ

るのにもかかわらず飛び込むことはナンセンスであ

る。また、死亡事件が起こってしまったことは残念。

よって１点のみ。

大阪出身の友達に聞いた話なのだが、大

阪では小学校六年間の間に一度は熱狂

的阪神ファンの担任のクラスになるそうだ。そうし

て阪神ファンは着々と量産されていくらしい。日本

中を探してもここまで地元の球団を愛する人たちは

珍しいだろう。太洋時代から４０年近く優勝から遠

ざかっていた横浜優勝のときよりも注目されるとい

うのもこのファン達がいるからだろう。

「もともと中日一筋の漢として有名だっ

たので、阪神の監督になったときは非

常に驚いた。TV に映る姿はいつも怒っていること

が多いが、優勝直前に実のお母さんが亡くなられた

にも関わらず、告別式を休んで指揮を取るなどチー

ムのために自分の気持ちを押し殺すまさに男の中の

男、漢字の漢と書いてオトコと読むにふさわしい人

だと思う。

私は特にひいきの野球チームはないが、

このチームが勝つのは悪い気分はしな

い。金で何もかも買いあさる成金主義の巨人と比べ

れば何年も苦渋をなめているこのチームは見ていて

とても好感が持てる。バース、掛布、岡田さえ知っ

ていれば少し年上の野球好きと話が盛り上がること

間違いなし！開幕前に優勝記念会見をしたりとネタ

につきない日本一面白い球団だろう。

東薬祭が１ヵ月後とな

り、その準備が本格的

に始まって忙しくなっ

てきました。

海の向こうでは、ヤン

キースが地区優勝。酒

の肴がまた美味くなっ

たな。

ベータ

Ｊｒ．

 この間秋刀魚を食べ

ました。大根おろしと

醤油というとてもスタ

ンダードな食べ方で…                     
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Ｓ
１８年ぶりのリーグ優勝を決めるまで、

最下位が定着していた長い間も、たく

さんのファンたちに温かい声援をおくり続けてもら

えてとても幸せな球団だと思う。ビールかけの中継

で女子アナが選手とビールを浴びたり、選手の腕に

抱きついたり、選手をちゃん付けで読んだりしてい

た。これは巨人などが優勝したときのノリとは違う、

関西独自のノリで見ていて面白かった。

�星野監督は井川には他の投手より

も厳しくして、自分がチームのエー

スであることを自覚させ成績を伸ばした。また、去

年大きく負け越した６月を今年はきちんと切り抜け

た。今までの監督たちの頑張りもあっただろうが、

２年間で最弱といわれていたチームをリーグ優勝に

導いたのはすごいことだと思う。

阪神のことをとても温かく応援してい

ると思うが、少しマナーが悪いと思う。

特に阪神ファンが、外野フライを捕ろうとしていた

相手チームの守備妨害をしたときは驚いた。また、

リーグ優勝が決まった後、何人ものファンが道頓堀

川に飛び込んだが、わざわざ汚い川へ自ら飛び込ん

でいく心理が理解できなかった。
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